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第３回「川崎市自治推進委員会」が平成２１年３月１６日（月）に開催され、“参加”の仕組みに係る課題に

ついて審議し、意見交換を行いました。 

委員会では、川崎市の参加の仕組みに係る課

題を審議するための事例として「新総合計画」「多

摩川プラン」「地域福祉計画」を取り上げ、関係職

員から、それぞれの政策の形成、執行及び評価

の過程における参加の取組状況の説明・報告を

受け、それをもとに意見交換を行いました。 

 

 ３つの事例にみる参加の取組について

■「新総合計画」における参加について（説明）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

新総合計画「川崎再生フロン

ティアプラン」は、「川崎市基本

構想」に基づき、１０年程度の計

画として平成１７年３月に策定さ

れました。 

本市の総合計画は、「基本構 

想」と「実行計画」の２層構造となっており、「実

行計画」は基本構想に掲げるまちづくりの基本目

標の実現に向け取り組む施策の具体的内容及

び目標を明示した３か年の計画としています。 

平成２０年３月には、「第２期実行計画」として

平成２０～２２年度を計画期間とした計画が策

定されています。 

【「新総合計画」における市民参加】 

 

◎主な意見の内容 

●「総合計画市民会議」で議論された

内容の多くが実行計画に盛り込ま

れており、よい手法だったと評価し

ている。 

●都内で開催した「タウンミーティン

グ」や地域に出掛けていき説明す

る「出前説明会」はユニークな試み

で、よい参加の機会を作ってくれた

と思う。 

●第２期実行計画の政策形成過程では市民の検討組織を

設置しなかったということだが、実行計画に盛り込まれた

個々の事業の計画、執行段階での市民参加を踏まえて

実行計画を策定したということであれば説明できると思う。 

●継続的な計画策定を行う上では、前の計画策定時の経験

を踏まえて工夫していくことが参加のバーションアップにつ

ながると思う。 

●計画の策定、執行、評価のそれぞれの過程において、参

加のあり方に特性があってもよいのではないか。 
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“参加”の仕組みに係る課題について審議しました。 

●新総合計画 
●多摩川プラン 
●地域福祉計画 

政
策
形
成
過
程 

評
価
過
程

２００３ 
（平成１５） 

学識経験者による 総合計画策定検討委員会

市民による 総合計画市民会議 

策定過程の情報提供・市民意見募集

２００４
（平成１６） 年度

２００６ 
（平成１８） 

２００７
（平成１９） 

行政による 総合計画策定推進本部 

個別事業の推進過程における 

市民参加状況を踏まえ検討 

市民意見常時受付

市ホームページに総合計画オンラインを開設

タウンミーティング タウンミーティング

市民説明会 

タウンミーティング

出前説明会 

パブリックコメント手続

               政策評価委員会 
学識経験者・ 
公募市民による 

２００５ 
（平成１７） 

・成果目標の把握 
・事業目標、進捗状況等の把握 
・課題の把握、方向性の明示 

２００５．３ ２００８．３

市民 

評価結果を公表し、
意見募集 

第
２
期
実
行
計
画

策 

定 

新
総
合
計
画 

策 
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■「多摩川プラン」における参加について（説明）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「多摩川プラン」は、新総合計画に基づき、平成１９年３月に

策定された計画です。本プランでは、「川崎の母なる川・多摩

川」の魅力を市民が共有し、豊かな自然環境と多様な生命が

共存しうる新しいライフスタイルを創造することを目指して、市

民・企業・学校・行政が協働で推進する 

具体的な取組がとりまとめられています。 

【「多摩川プラン」における市民参加】 

◎主な意見の内容 

●プランの策定・評価段階において、市民参

加型組織を設けており、新総合計画と同

様の参加の取組といえる。 

●策定段階の市民会議には、多様な分野か

ら市民が参加したが、中には積極的に参

加されない方がいたことが残念。 

●公募委員は、それぞれ関心のあるフィー

ルドがあり、それを前面に出すことが委員

になる第１の趣旨だと思うが、全体を俯瞰

する見方もしてほしい。 

●市全体の計画である「多摩川プラン」が区

単位の施策にどのように活かされ、多くの

市民の参加が実現されているかを見守っ

ていく必要がある。 

 

 

 

 

■「地域福祉計画」における参加について(説明)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

これまで、本市では、社会福祉法に基づく「川崎市

地域福祉計画」を平成１７年３月に策定し、総合的な

地域福祉の推進を図ってきました。 

その後の社会情勢や地域福祉を取り巻く環境の変化

に対応するとともに、新総合計画の第２期実行計画との

整合性を図るため、「第２期川崎市地域福祉計画（計画期

間：平成 20～22年度）」が平成２０年４月に策定されました。 

【「第２期地域福祉計画」における市民参加】 

 

 

◎主な意見の内容 

●サービスを受ける当事者の意見を聴く場

を設けることが推進委員会から提案さ

れたことは、市民参加の成果だろう。 

●政策形成過程における参加が執行・評

価過程の参加の担い手づくりにつながっ

ているプロセスは非常に評価できる。 

●市民参加したことで計画の質が上がった

ということを市民に説明することで参加プ

ロセスと計画の質の関係が見えてくる。 

●評価過程では、達成度をチェックするだ

けでなく、事業を担う主体が直面してい

る課題を探り出すことも非常に重要。 

 

 

次回の委員会日程 
平成２１年６月２日（火） 

１８：３０～２０：３０ 

高津区役所１階 

保健ホール （予定） 

※傍聴が可能ですので、興味のある方は、ぜひ
お越しください。 

２月２８日（土）と３月１日（日）に、多摩市民館で 
第７回市民自治創造・かわさきフォーラムを開催しました。 
 
 
 
 
 

多くの皆さまにご参加いただき、誠にありがとうございました。 

 

政
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成
過
程 

執
行
過
程

評
価
過
程

２００５（平成１７） 

学識経験者・市民・行政による 
多摩川プラン策定委員会 

２００６（平成１８） 年度 

アンケート 

行政による 多摩川プラン庁内推進会議 

策 

定 

２００７．３ 

市民による

多摩川プラン策定市民会議 

パブリックコメント 

         多摩川プラン推進会議 
学識経験者・市
民・行政による

プランの実行  連携  フォローアップ

多摩川に関する総合的なシンポジウム 

「かわさき多摩川博２００６」 
継続開催

多摩川のシンボルマーク 

  

アンケート 
パブリック 
コメント 

            推進委員会 
学識経験者・市民・
行政による 

学識経験者・市民・行政による 策定委員会 
策 

定

２００８．４

区民説明会 
地区別意見交換会 等

実態調査

全市と各区の検討組織を設置 

政
策
形
成
過
程 
執
行
過
程

評
価
過
程

全市の 
取 組 

各区の 
取 組 

２００７（平成１９）年度 

            推進委員会 
学識経験者・市民・
行政による 全市の推進組織 … 

区の推進組織 … 

新設

策定委員会を継続

進捗状況の管理・評価 

 

 


